
11.薬剤の微悬散布による病虫害防除

I.弑赊担当者
本埃银裏部防疫薬剤研究室主任硏究官

北海道支坛傑簽部免虫硏究室長

・ ク爵病研究室長

2.試験目的

大久保良治ほか 

山口博昭ほか 

横田俊一ほか

経或の節減ならびに大面積の防除日程の短縮をはかり,州散布による残効性を高める。

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果

。本 場

前年変!て引き続いてスミチオン・マラソンを用いた場合のマッカレハ幼虫(3〜4舍) 

の殁虫効果を室内戰股で確しかめた,その結果h a当り0.5〜3¢の割で徴布された飮布 

直後のマッの菜をマッカレへ幼虫に与えると4 8時間後に完全に楸した〇せたその葉を 

1過間室内に放催した後は与えると両薬剤ともh a当り1.5 g以上欲布されていれば4 8 
時問後に田琮全雑死波することがわかつた〇実蘇の空中澈布ではいろいろ院因で付着:& 

が減少するので2〜3£/h aの敝布が必要であろう。

。北渤fi支埸

本道のトドマツ林に大発生しつつあるコスジオビハマキ条主体としたトト.マッのー、マキ 

類力岡象に透用荣剤,その効果について基礎的な瑟を恕會,スミナオン,ディブラレッ 

クス両乳剤(濃度4 U%)ではh a当り0.5〜1.0¢・程度の散布垃(落下対)でかなりの 

効果のあることを明らか«てした。さらに実際に繼核散布した塢合の問題点として,齒上 

(てうけるハマキガの分布,防除効果判定のたわのサンプルのとり方たどについて籍成肘 

を行表った〇

4. 昭和4 6年度の試験計画

北海道支圾におけるシク〇へキシミト・よるカラマツ先枯病防除試殴の分析を担当する。
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12.大面積伐採地にむける簡易出水調節法

1.試験担当者
本和防災部理水第一研究室長 ・森 沢 万佐男 ほか

ク 理水第二研究室長 杉 山 利治 ほか

宝J|賊跤地主任 永 見 郷康

2試験目的

伐採而枳が大きく更新に長期問を翌する奥地水源燈带では,重姿地区において,伐採後萩 

林の流出魂節樓能が発揮されるまでの期!H!の決水靄節がとくに必耍で,そのための工法の開 

発が必・耍とされている。

このため溪岡工作物にXる出水剥節効果を検討し,央絶水添地帶網適用可能な出水螢節エ 

法を闔発する。

3. 昭和4 5年废の経過とえられた結果

1•水上営林署・宝川国有林内作設定した試験流必｛に君いて,透水性出水炽節工による渓床变 

化の調査を継続した。

2. 昭和4 〇〜4 4年1U月あエ前の基游期間とし,この甥間の主な出水について,降水堆 

と流出激,とく忙ピーク流/との関保を解析し,菇準期問における両者の回网式を求めた〇

3. 45年度(施工後)に得られた降水授と流出なの関係を苗準飽間における両者の飴係と 

对比し,施工効果を検时したて,顯若な効果は踌められなかった〇透水性部分の間隙寧が 

大きく,出水時のー傳貯留水:ほか小さかったことが主妾な原因と考えられた。

4. 施工地点上流部田堆砂した土砂:!3は5 0 R (流域平均5X10 -9na )であつ大.

この母は一般林姓における年間流出土砂址とほぼ同程度である。

4. 昭和4 6年度の試験計画

1. 流域阵水最およぴ積雪水蛍働あ,初沢制6にむける気象類湖,3ほ水地点亿おける水位 

時よび流速測定を纏続し,本工種の出水詞節効果を検肘する。左わ,本年度は本工補の透 

水性滞分のi麒率を変え,間隙率と流出詔節効果との関係を検肘する。

2. 渓床遂化と出水調節機能の関連を明らかにするため,定時および主耍な出水後に,堆矽 

状況,貯水容•嫌の変化を厠定する。Iた,出水訓節工を瘀する土砂賛の測定も行左爲
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